
単元テスト（三角比、データの分析）数学研究（文型）　　＿　組　番氏名

回E角比（1）プリントよりi

半径′の円0において，弦ABに対する

中心角∠AOBの大きさを2βとし，0から

ABに下ろした垂線をOHとする。このとき，

次の長さを′とβで表せ。（各3点）

（1）弦ABの長さ　（2）垂線OHの長さ

＜解答欄＞

2「βん∂ rcぬ∂

巨］三角比（2　プリントより

00≦e≦1800とする。Sine，占oso，tanOのうち1つが次の値を

とるとき，各場合について残りの2つの三角比の値を求めよ。（各5点）
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回E角比（3）プリントよりl
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BC＝8，CA＝5，C＝600である△ABCにおいて（各5点）

（1）△AβC

ぶニ ±ゾ♂〆rメ
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（2）A月の長さを求めよ。
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（3）△ABCの内接円の半径′の長さを求めよ。
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回E角比（3）プリントより1
1辺の長さが2の立方体ABCD－EFGH　　　」

において，辺CGの中点をMとする。

（1）線分AF，AM，FMの長さを求めよ。（3点）弓

AFこ庁；戸＝仔ユ塩

仰巨ノ（狗㍉チエ伊王島盆

甜牛ノ京子；塩
（2）∠FAMの大きさを求めよ。（4点）
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（3）△AFMの面積を求めよ。（4点）

∧ゝ、ニ 去ズ3メヱFX書
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屈E角比（4）プリントよ剖
円に内接する四角形ABCDにおいて，

AB＝3，BC＝5，CD＝5，∠B＝1200

のとき，次のものを求めよ。（各5点）

（1）ACの長さ

AC乞31卓二2ズjk
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こせ，
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（2）A上）の長さ
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（3）四角形ABCDの外接円の半径R
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回l三角比（4）プリントよりl

円に内接する四角形ABCDにおいて，

AB＝3，BC＝J2．，CD＝J官，DA＝1

のとき，次のものを求めよ。（8点）

（1）β　　　（2）ACの長さ

AC㌔5㌔爪Lzx5くFXC灰B

二三手車二つ
AC㌧自制もー2両直C融／あ㌧βノ

ニ巨≡垂曳・＠

仇＠ワ／一　万出頭β－3十求と兎β
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収Bニ皇

（L）βニ転

回の可郎㌔／／ニ占＝㌻
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回1三角比（5）プリントより1

1辺の長さが3である正四面体ABCDについて

（1）月旦の長さを求めよ。（5点）

P　「－11ヱ

（2）Agの長さを求めよ。（3点）

gLr桝1

（3）△βCヱ）の面積を求めよ。

長、ニ xjxjx

△

（4）正四面体ABCDの体積を求めよ。

ま摩ス

A

瓦F一夕の分析（1）プリントよりl

次の琵琶・各軍違憲

＜解答欄＞

分位数を求めよ。（各1点）

第1四分位数 �／g‥r 

第2四分位数 �ユ㌢ 

第3匹卜分鹿数 �享j 

回F一夕の分析（1）プリントより】

右の図は，400人の生徒が受験した

国語，数学，英語のテストの得点のデータ

の箱ひげ図である。この箱ひげ図から読み

取れることとして正しいものを，次の

①～⑤からすべて選べ。（3点）

易範囲が最も大きいのは英語である。四分位範囲が最も小さいのは国語である。

周00点以上の生徒は，国語と数学では 国喜吉　　敷学　　英語

＠牒点未満の生徒は，国語と英語では100人以下数学では100人
以上いる。

30点台の生徒は，国語と英語ではいるが，数学ではいない。

＜解答欄＞ ②′毎）

回F一夕の分析（2）プリントよりl

あるクラスの生徒を対象に100点満点の試験を行ったところ，

平均値は68点，分散は36であった。得点調整のため，生徒全員の得点

を2・5倍して，更に30点を加えたとき，得点調整後の平均値，分散，

標準偏差を求めよ。（各2点）実学‘ぶ火ムr十jo＝⊥00

＜解答欄＞
β三言3‘X2．ビニj耳「

得点調整後の平均値 �ユ001藷． 

得点調整後の分散 �ヱZr 

得点調整後の標準偏差 �／十、だ、 

回F一夕の分析（2）プリントより‾t

下の表は2つの変量∬，クについてのデータである。次の値を求めよ。

（官527′すき3リ　　　　　（各2点）
番号 �∬ �γ �ズー一・ズ �プ‾γ �（∬一言）（ターフ） �（∬一言）2 �（ツーラ）2 

1 �30 �29 �／ �「2 �一之 �／ �宰 

2 �27 �35 �一之 �ナ �〆企 �享 �／∠ 

3 �29 �33 �0 �2 �0 �（フ �￥ 

4 �31 �27 �之 �＿一㌢ �－£ �¢ �／占1 

5 �28’ �31 �一／ �＿0 �0 �／ �⊂） 

計 �145 �155 �0 �0 �√′よ �′0 �字の． 

（1）ガの分散ぶ芝　　　　　（2）タの分散5号

＝／∂十十三2　　　　　こす0÷㌻ニ♂

（3）共分散5∫ブ　　　　　　（4）相関係数r

ニ‾僻ト吊　－う詮；一0・タ

＜解答欄＞
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